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前期事業
予告

前期事業
予告

はじめよう！「シンプル英語」でおもてなし

～出来る事から始めよう、素人が作る音楽祭～

～俳句でつなごう　地域の輪　活動の輪～

参加者 21 名満足度 4.9＜5 点満点＞

　外国人とのコミュニケーションに関する基礎知識や、「おもてなし」
の心を習得するためにコミュニケーションの手法や異文化について学び、
市民活動につなげます。

　講評につき

 開催します !!

　講評につき

 開催します !!

　・日　時：６月 ４日 ( 火 )・11 日 ( 火 )・18 日 ( 火 )　午後１時～３時　全３回講座
　・場　所：６月 ４日・18 日　３階　プチギャラリー　
　　　 　 　 ６月 11 日のみ         ４階　福生市輝き市民サポートセンター
　・対象者：市民活動をしている方、または市民活動を始めたい方
　・定　員：30 人　参加費無料 　　　　

イベント　　  「～ 輝き hands to hands 2019 ～」８月 24 日 ( 土 )　午前 10 時 ～ 午後４時 30 分
　　 25 日 ( 日 )　午前 10 時　～　午後４時

６月４日 ( 火 )　午後１時～午後３時

６月１日 ( 土 )　午後２時～午後４時

９月 21 日 ( 土 ) 午後２時～午後４時

市民活動支援講座　
「～伝えたいが伝わるチラシ作りのポイント～」
市民活動支援講座　第１回
『はじめよう!「シンプル英語」でおもてなし』

市民活動支援講座
継続的な活動のために「まなぼうクラウドファンディング」

市民活動支援講座　第３回
『はじめよう!「シンプル英語」でおもてなし』

市民活動支援講座　第２回
『はじめよう!「シンプル英語」でおもてなし』６月 11 日 ( 火 ) 午後１時～午後３時

６月 18 日 ( 火 ) 午後１時～午後３時

  　　８月 15 日 ( 木 ) 　～　８月 22 日 ( 木 )
　　　　　午前９時　   ～　  午後５時 プレイベント「～輝き hands to hands 2019 ～」

令和元年上半期実施事業予定をご案内いたします。　皆様、ご参加ください！

  
　　　　多文化共生の為の市民活動をしています。勉強会や交流イベントを定期的に行いたい
　　　と思います。当団体は 2018 年５月に設立されたばかりの新しい団体です。「こんな活動
　　　があればいいなあ」というアイデアがあれば言っていただけると嬉しいです。

　　　  福生市で初めての精神障害者の共同作業所として誕生以来、市民の皆様と共に地域に
　　　根ざした活動を大切にやってきました。障害があってもなくても生き生きと活動できる
　　　地域づくりを目指しています。

　　　  多摩の里及び奥多摩の山々を歩くことで健康を増進するとともに、多摩地域の歴史・
　　　文化を学ぶことで教養を身につけることを目的にしております。市民の皆様、ともに歩
　　　きませんか？

登録　No,159　　　悠々会
　絵画 (主にパステル画 ) 制作を通じて会員相互の親睦を深める和気アイアイの会です。
野外写生にも出かけ心と体の健康づくりに努めています。年 1回の展覧会を目指して
皆さん頑張っています。また地域の人々との交流を図り、活動の輪を広げます。

事業報告事業報告

   新規登録団体紹介

 登録団体連絡会詳細

登録団体
 連絡会

市民活動プレゼンテーション

市民活動支援講座

市民活動プレゼンテーション

　令和元年 5月 16 日に「輝き市民サポートセンター」にて「第 2回登録団体連絡会」が
開催されました。「輝き hands to hands  2019」についての打合せが主な議題となり、今年
はプチギャラリーの 2階・3階とサポートセンター 4階を利用することが報告されました。
　また登録団体の方からポスターコンテスト開催希望の意見が出され、満場一致で可決さ
れました。プレイベント ( 福生市役所 ) からイベント当日まで、一般市民の投票
への参加も期待しています。イベント内容確認後、各団体の近況報告ではたく
さんの貴重な体験が報告されました。事務局からは各会場のアーチ制作や装飾、
　設営の補助などイベントへのご協力をお願いしました。

辻井 清江氏 ポール・リンチ氏

現在のセンター登録数は、3 月末まであらたに５団体の仲間が加わり 77 団体になりました。

　人と人とのつながり、地域でのネットワークづくりの場を目指している金木犀の会員から、俳
句によって元気を取り戻した会員の体験談、定期的に開催している老人ホームでのボランティア
句会体験、福生桜まつりや昭和記念公園への吟行の様子など、活動の発表があった。
　後半は俳句体験のコーナーがあり活動の基礎となる俳句づくりを体験した。　
俳句会金木犀の会員は自身の楽しみは勿論、それ以上に
地域に貢献する市民活動として続けていきたいと考えて
いることが参加者に伝わった。

　福生市市民会館小ホールや、集会室、音楽室などで開催している「福生元気を出せ音楽祭」の
成立ちや、仲間、チャリティー募金の状況などを、苦労話などを織り交ぜながら、パワーポイン
トの映像とともに紹介しました。　たくさんの仲間をまとめていく難しさや集めた運営資金の使
い道、音楽祭を成功させるためのルール作りな
ど瀬山代表の熱い思いが語られました。具体的
な市民活動の状況が説明され納得していました。

参加者６名　満足度 4.0＜５点満点＞

～ＳＤＧｓにまなぶ市民活動～
市民活動支援講座

　市民活動団体や活動する個人が取組む課題や活動が地域とつながっているとの実感を持ち、理
解を深めることによって問題の解決につながり、異なった視点に気づき、他の活動分野と通じあ
える可能性ができることを目的として講座を企画しました。講師から「本講座は一人の傍観者が
いなかった」「SDGs は地域につながる」「SDGs は状況のメーターになる」との発言が印象的でした。
<参加者意見>
・非常に多くの気付きがあり、今何を始めるべきがわかった。
・講座だけではなくゲームを通じて現実を知りそこから話を広
　げていたためわかりやすかった。
・可視化の重要性、具体化がわかった。 参加者 26 名満足度 4.7＜5 点満点＞

登録     No,155　　　NPO法人　国際生活支援センター

登録　No,157 　　　指定就労支援事業所　麦わら帽子

登録　No,158　　　 松林ハイキングの会


